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A 153 硬さの糾塁は 咀嶼ﾉ壬/り-  ンと.の肉孫
共i-々 ^  大衣政　O あ植洙｝ 中沢文ふ

食　 物　77

目的　種 々の機－l四 ，マ測定した食品の物性植i  ん閤の主観的り判断li 閲^ イける試

み叔為！ れてt) るが咀鴫機 槙り^･ の生理り 杓 面川 一分に常胤され1    いる いni  九ない，

演 右らば碓品の'ﾃｸﾇ^ ヤーのま理り 頻 面屯但

の測定，記録 屯行 べ き鳶。今国丿巧･ クス千ヤーの中r  も硬む';"i目し, 官御 り 硬での

評膚^ 咀喚瓜i^の関係を明ら列 竹 るごに 試9i･仁。
方ま　 義歯吟ｸ哨 な の尽力ま換番屯垠め込 みヽ，それ,宅唇の欠佩部に刄i し，食品 右食 べ

ている向の咀鳴 £/り- ンを濯沈 しか。t / 回 助 咀喚房丿貧形 が食品の対数i

の・･'その荷‘重一時間 曲線r- つい て最家荷軋 お よ･び初期の荷番一時間曲鉢 の鯵 分磋を求め

／%｢鰍的な碓さの諏価 との 係t 調 べ恥 試粁|琢 征 衣/り ， ホットケーキ，メ楓 人

毎な^'の野劃 おf^' せんべい,   で一e ンドな ど･・ 日游良く食 べられi 丿 る食品詞/^ ，

匁きさを/幻ぐ/μ/ ∂，。の直方昶|り ろ久乱
結呆　咀鴨/0  @ の荷重一時間曲線の最大荷童,' も̂ち　脊

　ッ
トりーぺ ，食lヽeンなi‘の卑

かい孝 品i ば｝ 仰s ，μ ，/2U-f あ`・肴・ri 鳶硬 い奮£で勧る也んべ?り，r-  も ン川丿善

a,  /2･，ﾉﾉり であｿ 素らタい食品どの差熹旧膠'cん吋

曲線の初期倣分^  ほ食/ζン, ホ./ トケーキて･`|? り;?加c以下し)ヽ ざいが せ/・べ丿，ア一毛ン

ド` r a /・哺/s ・d以丿二の大きり^ を斤,し鳶。これらj  ̂リ咀喚時の最大荷わ-i官能的り碩i:の

評価 とi^' 致ttf･ 。球 でjの指標|てi?£ していな丿 い り る， 一方, 咀鴫求形の初期徴分植

[衣t応的り石夢 の評価 ヒま加し1 お'), 疎 ざの指憚 に直し'てりるごとがわか っ行。

A 154 豆類加工食品 。）栄養価（ 第I 報） 加熱処哩大・・ 加工法a. 咀鴫祉

武庫 川女大家敗　o を 沢　功　 上中蚕紀^　 福 田　藻

目的　 最違 。in 工食 品r. a 軟 食-。̂の*S, 向か一見らH  るが，乳幼'見期o らヽ少年 初 期に軟 らか

い食品 。摂取頻 度 か高い 乙, 歯列 不正 ぞ咬合 果常t  生 じ`，%
・ を誘発 レ･f すI)

 ]i 'り 。 一

方,   適度I' 硬 。食 ゐ・ 摂取It  咀喚 回数 き増 加し？唾液 の分泌t  促進 レ， 食品自体,こよる物

理的摩秦 も加 わ。？,    口腔内 。清掃 や歯肉 のマヅ サ ージが行わ札 血 涜 の循環し

し かレ， 一■lift 1" 硬 い食 ゐil 食A"  iこく<  ,    消砲 か専 いとヽ'クイメ ージも手伝 っ マ敬遠 さft や

すI',  そこ7 ヽヽ硬, ）凄 品 のー-7   £され ？り る大l 種3- の加教 加工品 にっI)   7 硝ん杖 を明 らか

に するh わ。 大気 の加熱,処 歿15 瓜 ど咀噛 性 £の関 係 に-7 u マ検討i 加 えr- 。

方法　 試料iいa ， 市販 素炒 り大良(M8S)  。13 か，研 究室？調 製し 尺素･W')  大良（UBS ）乙

フ ライ大a.（HFS ）を用i呻 が こ)K ら5､ 渚 の原 料･わI ずれも客山産エ ンレイ7-  ある。 臼ili

ｶり

標 碑 節,ﾏittき ねさ也 マ流 氷下,て鋒 い牙･す，各 靴u 残 留レ 政破砕 物^ 乾燥後，秤量 レ フ節よ．

'/oを算 血レ 尺。柘料組痍 内 のま陳春 積 はA キすン置換庫ﾏ･ 測定レ，組織 の裴 衆I3 速過 型数

分干渉顕 徽碗 およw 走l 髪f:> 顕 敵僥, こより行 ，μ。

結果　 加名 処理 大5. の咀喚回飢 ，咀 噺時fi＼およK'l& メ7    シュ 姉 の節上%  は， 口ずれ の場

合もHBS 〉MBS 〉HFS  の碩向t ホレr- 。単位 皇量 当り の組織 内空隙 容積 はHfS 〉MBS 〉HBS

の≪lR ？ ある のr,   硬,･ 大S.r  も組峰i 々 孔肯柘 レマ空持,春機 を大 き<  -す*t i3"咀嘸 性K 向上-

‘する。 素炒 り大 豆のうちMBS  が` H8S に比A-'マ咀喚 性 が良好T･ あi> の･i .   吸 水I- よ') 生大S.

の細島 口 妙潤九 さt ， ち敷な細胞配冽 をゆるir> 7 ロる こH. が一因 £考 えら+1 -&.


